
、 、社会保険庁が管理している国民年金 厚生年金の記録のうち

誰のものか分からない約５０００万件の持ち主を探すための通

知が「ねんきん特別便」です。３月までに「特別便」が送付さ

れるのは、右の約１０００万人です。

つまりこの間に「特別便」の届く方は、まず間違いなく「消

えている部分のある方」だと言えます。

これ以外の全受給者・全加入者には、４月以降に加入記録の

一覧が送られる予定です。

「特別便」には、肝心の「消えた可能

性のある記録」がどのようなものかはい

っさい明示されていません。結局、社会

保険庁は本人の記憶まかせで申請せよと

いう態度で、許せません。

空白があるはず！
３月までに送られる方は、資格期間に

空白があるはずです。まずは資格取得と

喪失年月日を並べてみて、空白の部分を

探しましょう。

何をしていたか？
その時何をしていたか思い出してくだ

さい。会社員（厚生年金 、公務員（共）

済年金 、自営業や無職（国民年金 、専） ）

業主婦（国民年金３号）だった可能性が

あります。

思い出せないときは、古い通帳やアル

バム、給与明細や名詞などを見たり、家

族・友人に確認してみましょう。

加入歴の届け出を
思い出した加入歴を同封の書類に記載

して、社会保険庁に届けましょう。これ

。で消えた年金を取り戻すことができます

３月までに「特別便」届く方

①氏名、生年月日、性別の３条件が一致する

受給者 ……… 約２５０万人

②氏名、生年月日、性別の３条件が一致する

現役加入者 ……… 約６００万人

③条件を緩めて検索した該当者

………１００万～２００万人

↑ 社会保険庁から送られてくる「ねんきん特別便」


